












好中球の主な機能である細菌の殺菌作用は,大きく分けると,chemotaxis,phagocytosis,in

tracellular bacterial killing の三段階より成っている。この各段階における機能異常

が,好中球機能不全症として多数報告されている。 

私共は,すでにStaphy1ococcus aureus(以下St.aureusと略)に特異的な貧食能の低下を示

す一例を報告し 1),Fc(γ)receptor,C3b receptor の他に,St.aureus の貧食機構に重要な

役割を果たしている部位,すなわち St.aureusに対する receptor が好中球上に存在してい

る可能性を示した。また,小児にしばしばみられる全身性小血管炎である血管性紫斑病にお

いて,急性期血清中に,好中球 chemotaxis に対する inhibitor が存在し,その inhibitor が

IgA class に属していることを示した 2)。この inhibitor はおそらく,IgA immune comple

x であると考えるが,この inhibitor が好中球と interaction をおこす上で,IgA receptor

の存在が必要となり,IgA receptor の炎症反応における役割が注目される。 

このように,好中球上には,従来より,rosette 法や binding assay 法で証明されてきた Fc(

γ)receptor,C3b receptor,chemotactic receptor,β adrenergic receptor 以外に,種々

の receptor が存在すると考えられ,これらの receptor 毎に,好中球機能不全症を再分類す

ることが,好中球の殺菌機構および炎症反応における役割をよりよく理解するのに役立つ

と考えられる。 

そこで,まず,好中球の持つ機能を利用して,種々の receptor の検出を試みた。 


